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平成 22 年８月 12 日 

各  位 

 

                     会 社 名  株式会社 ＭＩＥコーポレーション 

                              代表者名   取締役社長     永井 賢治 

                          (コード番号 ３４４２名証第２部) 

                     問合せ先   取締役常務執行役員財務部長                      

兼経営企画部長   清水 長春 

                          (ＴＥＬ ０５９４－３１－６６６８) 

 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ､平成 22 年５月 14 日の決算発表時に公表いたしました平成 23 年３

月期(平成22年４月１日～平成23年３月31日)の業績予想を下表のとおり修正いたしましたのでお

知らせいたします。  

記 

 

１．平成23年３月期第2四半期連結業績予想数値の修正(平成22年４月１日～平成22年９月30日) 

 

売上高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

2,300 
百万円 
 10 

百万円 
10 

百万円 

5 
  円   銭 

   0  41 

今回発表予想（Ｂ） 2,050 △110 △120 △140 △11   61 

増減額  （Ｂ－Ａ） △250 △120 △130 △145 ―― 

増減率   （％） △10.9 ―― ―― ―― ―― 

(ご参考)前第２四半期 

連結累計期間実績 1,956 △317 △334 △356 △29   57 

 

２．平成 23年３月期通期連結業績予想数値の修正(平成 22 年４月１日～平成 23年３月 31日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
  百万円 

4,700 
百万円 
 50 

百万円 
47 

百万円 

25 
  円   銭 

   2  07 

今回発表予想（Ｂ） 4,350 △80 △110 △145 △12   02 

増減額  （Ｂ－Ａ） △350 △130 △157 △170 ―― 

増減率   （％） △7.4 ―― ―― ―― ―― 

(ご参考)前期実績 3,973 △510 △534 △570 △47   26 

 

３．修正の理由 

  当社グループの主要事業であるステンレス製管継手製品の主原料のニッケル価格が昨年６月頃

から上昇に転じ、その後本年３月頃から５月にかけて更に高値に達しました。こうした状況から

４月後半より原材料価格に見合った価格水準是正を定着させるための活動をしてきましたが、６

月までに計画どおり浸透せず、効果が業績に反映する時期が当初の計画より遅れております。６

月に入りましてからは徐々にその効果が現れ業績改善の兆しが現れつつあります。しかしながら、

依然として設備投資の回復の遅れにより価格競争は厳しく、需要回復には時間を要するものと思

われます。加えて、当第１四半期会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」の適用により

資産除去費用２０百万円計上したことも含め、売上、利益両面で前回発表の予想に対し減少とな

る見込みです。 
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 なお、収益改善するための「合理化策」を以下のとおり実行に移しております。 

  

① 役員報酬の２５％～５０％返上 

② 社員の定例給与５％～１０％削減 

③ 工場稼動休業日の増加 １０日/月 ・事務部門４日/月「営業部門除き」・22 年２月より実施 

④ ㈱ＭＩＥテクノの西宮工場を本社工場へ移転(21 年 10 月より)「移転集約により、効率的な生

産体制の構築」 

⑤ 希望退職者の募集で、退職日は３月 31 日とし１５名実施済みですが、グループ全体の更なる

人員効率化に向け見直し中です。 

  

[業績予想に関する留意事項] 

  本資料における予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、今

後の事業環境の変化により実際の業績が異なる可能性があります｡ 

 

 

                                       以上 


